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本地区 は島根県東部に位置する１．はじめに (図1)

安来市の一級河川伯太川及び吉田川沿いに広がる農

地で、２４０ｈａのほ場整備を実施している。地形

勾配は１／５００と緩やかで、用水は河川並びに渓

流から取水し自然流下方式のパイプラインを採用し

ている。当地区はタガメ、メダカ、スジシマドジョ

ウ等が生息し、冬季にはコハクチョウやマガン等冬

鳥が飛来する給餌場所となっており、豊かな自然環

境が残っている田園地帯である。ほ場整備工事によ

る動植物への影響を調査するため、平成１３年度か

ら１８年度まで工事前後の環境変化について調査を

行い、生態系保全工法の検討、検証及び評価を実施

した。

工事実施前の生物分布状況調査を参考に、カエル類、ドジョウ類等１３２．保全対象種

種を選定し、工事後のモニタリング調査結果を踏まえ対象種の見直しもおこなった。

本地区における生態３．生態系保全工法の検討

系保全工法の配慮内容は、 のとおりである。現図2

況の用排水路は、水生動植物の重要な生息環境と

なっているとともに、通年で安定した水量があり

。 、 （ 、 、 ）水質も良好である また 自然素材 石 土 木

で構成される多様な流れ（瀬、淵）をもった水路

構造であり、水生植物も多く繁茂している。かん

がい期には平坦な水田に用水を引くため、地区内

の水路には十分な水量が常にあり水路底も浅いこ

とから、川、ため池→用水路→水田→排水路→河

川の水系ネットワークは確保されており、水生生

物の移動は大半の区域において可能である。しか

しながら、ほ場整備を計画する上で維持管理の軽

減等を図り農業生産性の向上を図ることも必要不

可欠であるため、生物等生息環境機能にも配慮し

保全工法を決定した。
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図１工法検討区域

図２生態系保全工法の内容



検証結果については、 のとおりである。４．工法の検証・評価 3.1生態系保全水路 図3

杭柵、捨石については、

現状を見ると土砂がある

程度堆積しており、州の

形成までは相当時間がか

かると考えられるが、ド

ジョウ、ドブガイ等の生

息環境は回復している。

また、水生植物も若干回

復しているため評価でき

る。床固めは水路全体に

土砂を堆積させる目的で

あるが、現時点では機能

。を発揮していると考える

魚巣ブロック、魚巣水路

は現況を踏まえると、魚

類等の隠れ場としての機

能は現時点では発揮されていると評価できる。底版開口部については、今後土砂が堆積し

植物が回復するまでには時間がかかる。スロープは、現状を踏まえると、親水機能及び小

動物の脱出経路としての機能が確保されている。また、スロープを引き込んだことにより

魚類の隠れ場所となる小ワンド的な

機能も発揮されている。

比較的広い止水域3.2ビオトープ池

が確保できた。深みの水深は維持さ

れており魚類の生息場所となってい

る。石積み護岸の隙間には水生昆虫

等が多数確認されていることから、

小動物の隠れ家としての機能は十分

発揮されている。今後植生の回復方

法として覆土等行い早期の植生回復

を図る必要がある。中州には注目す

べき種のミズワラビが確認できたた

め、評価できる。水質浄化並びに水

生動物の隠れ家を創出する目的で、地域の小学校と連携しビオトープ池 へ竹ポッ（図4）

トを活用したヨシの植栽を実施した。今後の環境学習の場としておおいに活用されるもの

と期待している。

完成した施設について、地元管理組合が中心となり地域住民の協５．課題と今後の予定

力を得ながら適切に維持管理を行う必要がある。本地区は工事後２～３年しか経過してお

らず今後も継続しモニタリング調査を実施し、生態系保全工法の効果を検証していく必要

がある。

図３保全工法の検証結果

図４ビオトープ池平面図


